
渡
辺
瑞
穂
子
提
出
学
位
申
請
論
文
（
課
程
博
士
）

『
元
旦
四
方
拝
の
研
究
』
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

本
論
文
は
、
元
旦
に
行
わ
れ
る
天
皇
の
宮
廷
行
事
で
あ
る
四
方
拝
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
的

展
開
と
儀
礼
成
立
の
背
景
を
多
角
的
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、「
序
」
の
あ

と
、
五
章
に
わ
た
り
十
四
節
の
論
説
を
示
し
、
最
後
に
「
結
」
を
収
め
る
。

第
一
章
は
「
元
旦
四
方
拝
の
祭
儀
構
成
に
関
す
る
継
続
と
変
容
」
と
題
し
て
、
四
節
に
わ
た

り
、
古
代
か
ら
近
代
に
い
た
る
四
方
拝
の
歴
史
的
展
開
を
考
察
す
る
。

第
一
節
「
古
代
の
信
仰
と
祭
儀
」
で
は
、
元
旦
四
方
拝
の
成
立
は
寛
平
年
間
説
と
弘
仁
年
間

─ １ ─



以
前
説
の
二
説
に
大
別
さ
れ
る
な
か
、
成
立
の
背
景
に
は
妙
見
信
仰
が
隆
盛
し
、
交
野
で
郊
祀

が
行
わ
れ
る
延
暦
年
間
の
祭
儀
様
相
の
反
映
を
重
要
視
す
る
。
こ
の
時
期
は
呪
詛
を
忌
避
し
玉

体
の
安
穏
を
祈
る
私
的
祈
願
の
日
本
的
受
容
が
認
め
ら
れ
る
萌
芽
期
と
も
重
な
る
こ
と
を
指
摘

し
、
一
方
で
、
天
地
四
方
拝
に
は
国
家
統
治
の
象
徴
的
儀
礼
と
し
て
の
公
的
側
面
が
み
ら
れ
る

こ
と
、
そ
し
て
元
旦
四
方
拝
は
天
皇
の
私
的
要
素
と
公
的
性
格
を
あ
わ
せ
も
つ
と
論
述
す
る
。

第
二
節
「
成
立
説
の
史
的
展
開
」
で
は
、
元
旦
四
方
拝
成
立
説
に
関
す
る
一
条
兼
良
の
学
説

変
化
を
追
う
。
兼
良
は
『
公
事
根
源
』
に
お
い
て
、
皇
極
紀
濫
觴
説
を
と
っ
た
が
、
後
に
『
江

次
第
鈔
』
で
は
寛
平
二
年
説
に
転
じ
る
。
応
仁
の
乱
の
兵
火
に
よ
り
、
恒
例
年
中
行
事
の
四
方

拝
は
停
止
す
る
な
か
、
兼
良
は
文
明
六
年
ま
で
に
岩
崎
本
皇
極
紀
と
卜
部
家
本
と
の
校
合
を
行

い
、
内
裏
で
の
日
本
紀
講
釈
を
経
て
、
皇
極
紀
の
四
方
拝
記
事
を
否
定
し
た
と
論
じ
る
。

第
三
節
「
近
世
以
降
の
四
方
拝
」
で
は
、
応
仁
の
乱
で
一
時
途
絶
し
た
元
旦
四
方
拝
の
復
興

と
近
世
の
展
開
を
論
じ
る
。
と
く
に
、
配
流
か
ら
怨
霊
化
し
た
伝
承
を
も
つ
崇
徳
陵
・
後
鳥
羽

陵
な
ど
の
天
皇
陵
へ
拝
礼
対
象
が
拡
大
し
、
平
安
時
代
の
年
中
行
事
書
と
は
異
な
る
山
陵
遥
拝

─ ２ ─



が
認
め
ら
れ
る
と
し
、
途
絶
か
ら
の
再
興
は
従
来
の
諸
儀
の
規
則
的
踏
襲
で
は
な
い
、
社
会
的

混
乱
を
反
映
し
た
儀
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
と
す
る
。

第
四
節
「
明
治
初
年
の
四
方
拝
祭
儀
の
改
廃
に
つ
い
て
」
で
は
、
明
治
初
期
の
元
旦
四
方
拝

の
儀
式
改
正
を
論
じ
る
。
明
治
二
年
に
至
る
ま
で
「
千
年
の
先
例
」
を
保
持
し
た
元
旦
四
方
拝

は
、『
年
中
祭
儀
節
会
大
略
』
の
「
簡
易
質
素
ノ
朝
儀
」
の
指
針
下
で
旧
儀
の
改
案
と
名
称
改

廃
建
言
が
な
さ
れ
た
結
果
、
陰
陽
道
的
な
属
星
拝
呪
は
廃
さ
れ
、
神
事
的
な
要
素
へ
純
化
が
は

か
ら
れ
た
と
す
る
。

第
二
章
は
「『
内
裏
儀
式
』
と
『
日
本
書
紀
』」
と
題
し
て
、
二
節
に
わ
た
り
、
第
一
節
「
藤

原
京
跡
呪
符
木
簡
と
元
旦
四
方
拝
の
成
立
」
で
は
、
近
年
発
掘
さ
れ
た
呪
符
木
簡
を
と
り
あ

げ
、
元
旦
四
方
拝
と
の
関
連
を
考
察
す
る
。
藤
原
京
跡
右
京
九
条
四
坊
か
ら
出
土
し
た
呪
符
木

簡
に
は
「
四
方
」
の
文
字
と
、
属
星
拝
の
呪
句
と
同
様
の
「
急
々
如
律
令
」
の
文
字
が
認
め
ら

れ
、
ま
た
、『
五
行
大
義
』
の
八
卦
遊
年
の
占
法
の
呪
符
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
う
し
た

考
古
資
料
を
通
し
て
、
元
旦
四
方
拝
の
「
四
方
」・「
急
々
如
律
令
」・『
五
行
大
義
』
に
関
し
て

─ ３ ─



は
、
藤
原
京
期
の
呪
的
な
儀
礼
と
の
関
係
が
認
め
ら
れ
る
と
指
摘
す
る
。

第
二
節
「
持
統
・
文
武
朝
の
山
陵
祭
祀
と
国
忌
」
で
は
、
天
智
天
皇
・
天
武
天
皇
山
陵
の
配

置
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
持
統
天
皇
に
よ
っ
て
造
都
さ
れ
た
藤
原
宮
大
極
殿
の
中
軸
線
真
北
に

天
智
天
皇
陵
が
、
ま
た
真
南
の
大
内
陵
に
、
持
統
二
年
十
二
月
天
武
天
皇
が
埋
葬
さ
れ
て
お

り
、
宮
の
南
北
の
地
に
先
帝
山
陵
を
配
す
る
特
殊
な
構
造
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
時

の
女
帝
持
統
天
皇
の
太
上
天
皇
制
な
ど
日
本
的
な
律
令
制
が
進
捗
す
る
な
か
で
、
宮
都
と
山
陵

が
造
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
、
国
忌
廃
務
と
さ
れ
た
二
先
帝
は
持
統
太
上
天
皇
に
と
っ
て

は
父
と
夫
で
あ
り
、
宮
の
南
北
に
先
帝
山
陵
を
遥
拝
で
き
る
構
造
を
藤
原
宮
は
有
し
て
い
た
こ

と
を
推
測
す
る
。

第
三
章
は
「
皇
極
紀
に
お
け
る
神
と
災
異
」
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
第
一
節
「
皇
極
紀
と
讖
緯

思
想
―
童
謡
お
よ
び
災
異
に
つ
い
て
」
で
は
、『
日
本
書
紀
』
皇
極
天
皇
紀
を
考
察
、
祈
雨
の

四
方
拝
を
は
じ
め
特
異
な
天
象
記
事
な
ど
を
分
析
し
て
い
る
。
皇
極
紀
で
は
蘇
我
氏
滅
亡
に
よ

る
天
皇
家
と
藤
原
氏
の
正
統
性
確
立
の
理
論
と
し
て
災
異
現
象
と
共
に
童
謡
が
天
人
相
関
的
に

─ ４ ─



機
能
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
中
で
天
皇
の
至
徳
を
示
す
も
の
と
し
て
祈
雨
の
四
方
拝
が
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
可
能
性
を
論
じ
て
い
る
。

第
二
節
「
古
代
の
神
と
虫
―
常
世
神
の
神
性
に
つ
い
て
―
」
で
は
、『
日
本
書
紀
』
皇
極
天

皇
紀
の
常
世
神
記
事
を
考
察
す
る
。
動
物
に
関
す
る
記
事
が
散
見
す
る
皇
極
天
皇
紀
で
、
常
世

神
は
蚕
に
似
た
虫
を
祭
祀
対
象
と
す
る
流
行
神
の
例
と
さ
れ
る
。『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
虫

は
汚
穢
や
凶
兆
を
示
す
一
方
で
、
益
虫
へ
の
神
聖
視
が
み
ら
れ
、
養
蚕
は
皇
祖
神
と
皇
后
の
象

徴
的
行
為
と
さ
れ
る
こ
と
を
論
じ
、
蚕
に
形
態
が
類
似
し
た
常
世
神
は
、
虫
を
神
の
座
に
お
き

崇
拝
対
象
と
す
る
点
で
他
の
益
虫
や
道
教
的
な
虫
類
へ
の
巫
術
と
も
異
な
っ
た
独
自
性
が
み
ら

れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
四
章
は
「
暦
日
意
識
の
発
生
と
宮
廷
儀
礼
」
に
つ
い
て
論
じ
、
そ
の
第
一
節
「
暦
と
観
象

授
時
権
の
成
立
」
は
、
国
家
の
祭
祀
と
儀
礼
は
自
然
の
周
期
か
ら
作
成
さ
れ
た
暦
に
基
づ
い
て

秩
序
立
て
ら
れ
て
お
り
、
元
旦
は
秩
序
装
置
の
原
点
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
暦
制
定
権
で
あ
る
観

象
授
時
権
は
暦
作
成
に
当
た
る
陰
陽
寮
の
成
立
と
律
令
国
家
儀
礼
の
整
備
が
進
展
す
る
天
武
・

─ ５ ─



持
統
朝
に
画
期
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
を
論
じ
る
。
ま
た
、
律
令
制
が
弛
緩
す
る
中
世
以
降
、
暦

は
神
宮
・
神
社
の
信
仰
圏
に
広
く
頒
布
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
も
考
察
す
る
。

第
二
節
の
「
神
道
説
と
『
五
行
大
義
』」
で
は
、
中
世
神
道
説
、
と
り
わ
け
吉
田
神
道
と
の

関
係
を
論
じ
る
。
天
平
宝
字
元
年
勅
で
陰
陽
生
の
必
修
書
で
あ
っ
た
『
五
行
大
義
』
は
、
陰
陽

家
に
限
ら
ず
伊
勢
神
道
、
山
王
神
道
等
の
中
世
神
道
説
に
影
響
を
与
え
、
吉
田
神
道
で
は
日
本

紀
の
理
解
に
援
用
さ
れ
、
中
世
に
お
い
て
は
神
秘
性
を
付
与
す
る
言
説
と
し
て
機
能
し
続
け
た

こ
と
を
強
調
す
る
。

第
三
節
「
国
忌
の
成
立
と
省
除
」
で
は
、
天
武
天
皇
の
国
忌
立
制
と
省
除
の
経
緯
に
つ
い
て

考
察
す
る
。
重
陽
の
節
日
行
事
は
、
天
武
天
皇
の
国
忌
に
あ
た
り
持
統
朝
に
停
止
と
な
り
、
文

武
朝
の
廃
務
立
制
に
よ
り
聖
武
天
皇
国
忌
に
際
し
て
節
日
廃
務
が
付
加
さ
れ
た
。
さ
ら
に
延
暦

十
年
の
国
忌
省
除
の
の
ち
、
大
同
二
年
に
重
陽
儀
式
は
再
興
さ
れ
る
経
緯
が
み
ら
れ
る
こ
と
、

『
日
本
書
紀
』
で
は
天
武
天
皇
の
葬
礼
と
国
忌
立
制
過
程
が
載
録
さ
れ
て
い
る
の
に
比
し
て
、

天
智
天
皇
は
陵
墓
未
詳
で
あ
る
こ
と
、
天
智
天
皇
国
忌
廃
務
を
も
っ
て
天
武
天
皇
系
に
優
位
す

─ ６ ─



る
皇
統
理
解
は
、『
日
本
書
紀
』
撰
上
時
に
は
見
出
せ
な
い
こ
と
な
ど
を
論
じ
る
。

第
五
章
の
「
天
武
・
持
統
朝
の
祭
祀
と
神
話
化
」
は
、
本
論
の
補
説
的
意
味
を
も
つ
。
第
一

節
「
皇
極
朝
と
天
武
朝
の
祈
雨
に
つ
い
て
―
天
武
朝
の
四
方
観
と
祭
祀
・
行
事
―
」
で
は
、

「
天
地
四
方
」
と
共
に
天
皇
の
統
治
領
域
を
示
す
「
四
方
」
に
つ
い
て
考
察
し
、『
日
本
書

紀
』
で
は
限
定
的
な
祭
祀
空
間
を
示
す
用
法
に
、
崇
神
紀
の
三
輪
山
と
皇
極
紀
の
南
淵
の
例
が

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
四
方
の
中
央
に
位
置
す
る
宮
都
の
大
極
殿
は
、『
日
本
書
紀
』
で
は
皇
極

紀
と
天
武
紀
に
用
例
が
あ
り
、
国
史
編
纂
、
祥
瑞
、
正
月
節
会
等
、
律
令
制
の
起
点
と
な
る
舞

台
と
し
て
編
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
二
節
「「
御
諸
山
の
上
に
坐
す
神
」
と
古
代
三
輪
山
信
仰
」
で
は
、
奈
良
盆
地
東
南
部
の

三
輪
山
の
神
は
複
雑
に
重
層
し
た
神
名
を
も
つ
神
と
さ
れ
て
お
り
、
出
雲
に
あ
ら
わ
れ
大
和
に

ま
つ
ら
れ
る
祭
祀
起
源
伝
承
を
も
つ
「
御
諸
山
の
上
に
坐
す
神
」
の
山
名
と
神
名
の
同
一
視
の

焦
点
と
な
る
「
に
坐
す
」
に
着
目
し
て
、
式
内
社
名
の
分
類
を
行
っ
た
結
果
、「
坐
」
を
含
む

神
社
名
は
大
和
を
中
心
と
す
る
畿
内
と
出
雲
に
分
布
の
偏
り
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
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る
。第

三
節
「『
日
本
書
紀
』
の
女
帝
と
皇
祖
神
」
で
は
、
皇
極
天
皇
か
ら
持
統
天
皇
へ
と
、
女

帝
に
受
け
継
が
れ
た
連
続
性
を
考
察
す
る
。
持
統
天
皇
は
伊
勢
神
宮
を
崇
拝
し
た
天
武
朝
の
政

策
を
継
承
し
、
節
日
意
識
が
皇
祖
神
崇
拝
と
連
動
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

本
論
文
は
、
元
旦
四
方
拝
儀
礼
の
成
立
と
そ
の
背
景
を
多
角
的
視
点
か
ら
論
じ
た
基
礎
的
研

究
で
あ
る
。
本
儀
は
天
地
四
方
拝
、
属
星
拝
、
山
陵
拝
の
、
三
種
の
複
合
し
た
遥
拝
儀
礼
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
象
を
、
平
安
前
期
の
儀
式
書
を
は
じ
め
、『
日
本
書
紀
』
皇
極
天
皇
紀
ま

で
遡
っ
て
捉
え
直
し
、
成
立
の
背
景
を
詳
細
に
検
証
し
て
い
る
。

元
旦
四
方
拝
の
研
究
は
、
成
立
時
期
に
関
す
る
論
考
が
多
く
み
ら
れ
、
成
立
説
は
毎
朝
御
拝

が
始
ま
る
宇
多
朝
の
創
始
と
す
る
寛
平
年
間
説
、『
内
裏
儀
式
』
の
成
立
下
限
に
基
づ
く
弘
仁

年
間
説
、『
日
本
書
紀
』
の
皇
極
天
皇
紀
濫
觴
説
な
ど
が
主
と
し
て
あ
り
、
近
年
で
は
こ
れ
に

─ ８ ─



弘
仁
年
間
以
前
の
立
場
を
取
り
、
延
暦
年
間
の
郊
祀
お
よ
び
妙
見
信
仰
が
祭
儀
に
影
響
を
与
え

た
と
す
る
説
が
み
ら
れ
る
。

本
論
文
で
は
、
こ
れ
ら
の
元
旦
四
方
拝
を
め
ぐ
る
成
立
説
の
う
ち
、『
内
裏
儀
式
』
成
立
の

弘
仁
年
間
以
前
に
儀
式
の
淵
源
を
求
め
る
説
を
と
り
、
元
旦
と
い
う
暦
日
の
観
念
と
節
日
行
事

が
宮
廷
で
導
入
さ
れ
た
七
世
紀
か
ら
八
世
紀
初
頭
を
焦
点
と
し
た
時
期
に
、
段
階
的
に
成
立
し

て
い
っ
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

こ
の
時
期
は
正
方
位
の
宮
都
が
建
造
さ
れ
、
都
城
を
中
心
と
し
て
国
土
を
示
す
「
四
方
」
の

用
法
が
詔
勅
に
あ
ら
わ
れ
る
律
令
制
の
成
立
期
に
あ
た
り
、
天
武
・
持
統
天
皇
朝
に
「
元
旦
」

と
「
四
方
拝
」
の
起
点
を
求
め
て
検
討
を
試
み
、
そ
の
上
で
、『
日
本
書
紀
』
皇
極
天
皇
紀
、

祈
雨
の
四
方
拝
の
事
例
を
考
察
の
中
心
に
据
え
、
多
角
的
に
論
述
を
す
す
め
て
い
る
。

皇
極
天
皇
の
四
方
拝
は
、
古
く
は
天
皇
に
お
け
る
四
方
拝
の
濫
觴
と
い
う
位
置
づ
け
が
な
さ

れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
元
旦
四
方
拝
成
立
説
の
研
究
史
の
上
で
は
論
じ
ら
れ
な
い
部
分
で

あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
四
方
拝
行
事
の
時
と
場
所
と
儀
礼
目
的
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
か
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ら
で
あ
っ
た
が
、
最
新
の
考
古
学
の
成
果
に
よ
っ
て
、
新
た
な
研
究
の
視
点
の
も
と
、
論
述
が

組
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
評
価
さ
れ
る
。
第
二
章
第
一
節
「
藤
原
京
跡
呪
符
木
簡
と
元
旦
四
方
拝

の
成
立
」
で
は
、
藤
原
京
跡
の
右
京
九
条
四
坊
か
ら
出
土
し
た
大
神
龍
王
の
呪
符
木
簡
に
、

「
四
方
」「
急
々
如
律
令
」
の
文
字
が
確
認
さ
れ
、
元
旦
四
方
拝
の
属
星
拝
呪
に
お
い
て
も
天

皇
が
用
い
る
呪
句
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
同
遺
構
か
ら
出
土
し
た
呪
符
木
簡
に
は

『
五
行
大
義
』
に
関
す
る
文
句
が
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
持
統
天
皇
朝
に
は
、
元
旦
四
方
拝
と

共
通
す
る
事
例
が
確
認
で
き
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
元
旦
四
方
拝
の
構
成
要

素
の
基
本
は
、
持
統
天
皇
朝
に
は
整
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
本
論
文
の
中
心
課
題
で
あ
る
皇

極
天
皇
四
方
拝
と
の
関
連
を
繋
げ
る
こ
と
の
可
能
性
は
一
層
高
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
基
本
的
理
解
を
、『
日
本
書
紀
』
皇
極
天
皇
紀
を
素
材
に
し
た
考
察
で
は
、
広
が
り
を

も
っ
て
発
展
さ
せ
て
い
る
の
が
、
第
三
章
「
皇
極
紀
に
お
け
る
神
と
災
異
」
に
収
め
ら
れ
た
第

一
節
「
皇
極
紀
と
讖
緯
思
想
―
童
謡
お
よ
び
災
異
に
つ
い
て
」
と
第
二
節
「
古
代
の
神
と
虫
―

常
世
神
の
神
性
に
つ
い
て
―
」
の
二
編
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
皇
極
天
皇
紀
に
み
え
る
祈
雨
の
四
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方
拝
を
は
じ
め
特
異
な
天
象
記
事
を
分
析
し
、
そ
の
史
料
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、

常
世
神
信
仰
の
性
格
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
皇
極
天
皇
朝
の
時
代
性
を
明
ら
か
に
し
、
本
論
の

周
縁
の
論
議
に
も
力
を
注
ぎ
、
複
眼
的
視
野
を
さ
ら
に
広
げ
る
作
業
を
し
て
い
る
。

元
旦
四
方
拝
成
立
へ
至
る
画
期
と
し
て
評
価
で
き
る
の
は
、
本
論
文
の
補
論
的
地
位
を
占
め

る
、
天
武
天
皇
・
持
統
天
皇
朝
へ
の
論
及
で
あ
る
。
第
二
章
第
二
節
「
持
統
・
文
武
朝
の
山
陵

祭
祀
と
国
忌
」
で
は
、
持
統
天
皇
に
よ
っ
て
造
都
さ
れ
た
藤
原
宮
大
極
殿
の
中
軸
線
南
北
に
天

智
天
皇
・
天
武
天
皇
山
陵
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
先
帝
崇
拝
意
識
を
強
く
確
立
し
た
こ
と
の
指

摘
は
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
が
山
陵
拝
の
淵
源
に
も
な
っ
て
く
る
。
ま
た
、
天
武
天
皇
の
国
忌
立

制
と
省
除
の
経
緯
に
つ
い
て
考
察
す
る
第
四
章
第
三
節
「
国
忌
の
成
立
と
省
除
」
と
第
五
章

「
天
武
・
持
統
朝
の
祭
祀
と
神
話
化
」
も
、
大
事
な
仕
事
に
な
っ
て
い
る
。
持
統
天
皇
は
、
持

統
四
年
（
六
九
○
）
正
月
元
旦
に
中
臣
氏
・
忌
部
氏
に
よ
る
即
位
儀
礼
を
も
っ
て
皇
后
が
天
皇

に
即
位
の
の
ち
、
同
年
十
一
月
十
一
日
に
元
嘉
暦
と
儀
鳳
暦
の
施
行
が
な
さ
れ
、
暦
制
導
入
の

画
期
に
当
た
る
。
先
帝
崇
拝
意
識
の
恒
例
化
が
始
ま
る
天
武
・
持
統
天
皇
朝
を
、
天
皇
に
よ
る
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観
象
授
時
権
の
確
立
期
と
と
ら
え
、
天
地
四
方
の
中
央
の
座
を
意
味
す
る
「
皇
極
」
の
漢
風
諡

号
を
も
つ
皇
祖
母
の
天
皇
が
四
方
拝
を
行
っ
た
こ
と
が
『
日
本
書
紀
』
に
示
さ
れ
る
こ
と
は
、

元
旦
と
四
方
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
司
る
大
極
お
よ
び
皇
極
の
観
念
が
天
皇
の
拝
礼
と
重
ね
合
わ

せ
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
論
じ
、
律
令
的
秩
序
と
天
皇
と
の
結
節
点
に
あ
た
る
濫
觴
的
事

由
と
し
て
位
置
づ
け
を
さ
れ
て
い
る
。

本
論
文
で
は
、
中
世
以
後
の
元
旦
四
方
拝
の
展
開
に
も
関
心
を
広
げ
て
い
る
。
第
一
章
第
二

節
「
成
立
期
の
史
的
展
開
」
で
は
、
五
百
年
来
の
学
者
と
い
わ
れ
た
一
条
兼
良
の
学
説
変
容
を

と
り
あ
げ
、
中
世
公
家
社
会
に
お
け
る
元
旦
四
方
拝
儀
礼
の
位
置
づ
け
を
考
察
し
、
第
三
節

「
近
世
以
降
の
四
方
拝
」
で
は
、
再
興
さ
れ
た
近
世
の
四
方
拝
は
怨
霊
的
信
仰
を
加
え
た
こ
と

を
指
摘
し
、
第
四
節
「
明
治
初
年
の
四
方
拝
祭
儀
の
改
廃
に
つ
い
て
」
で
は
、
近
代
に
入
り
神

事
化
す
る
大
き
な
変
革
に
つ
い
て
論
じ
た
。
中
世
末
期
の
一
時
中
断
を
経
て
、
四
方
拝
儀
礼
の

時
代
的
変
容
に
も
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
た
だ
し
、
四
方
拝
に
怨
霊
的
信
仰
を
加
え
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
論
議
が
不
十
分
で
あ
り
、
さ
ら
に
詳
し
い
考
察
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
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以
上
の
と
お
り
、
本
論
文
は
元
旦
四
方
拝
儀
礼
の
成
立
背
景
を
柱
に
、
四
方
拝
の
歴
史
的
展

開
を
詳
細
に
論
じ
た
研
究
業
績
で
あ
り
、
そ
の
議
論
の
多
く
は
説
得
力
が
あ
り
、
こ
の
分
野
の

研
究
に
新
た
な
方
向
性
を
示
し
た
成
果
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。

よ
っ
て
、
本
論
文
の
提
出
者
渡
辺
瑞
穂
子
は
、
博
士
（
神
道
学
）
の
学
位
を
授
与
せ
ら
れ
る

資
格
を
備
え
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

平
成
二
十
三
年
二
月
十
八
日

主
査

國
學
院
大
學
教
授

岡

田

莊

司

◯印

副
査

國
學
院
大
學
教
授

中

西

正

幸

◯印

副
査

國
學
院
大
學
教
授

嵐

義

人

◯印
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渡
辺
瑞
穂
子

学
力
確
認
の
結
果
の
要
旨

左
記
三
名
が
各
専
門
分
野
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
学
力
確
認
の
試
験
を
行
っ
た
結
果
、
博
士
（
神
道

学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
学
力
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
五
日学

力
確
認
担
当
者

主
査

國
學
院
大
學
教
授

岡

田

莊

司

◯印

副
査

國
學
院
大
學
教
授

中

西

正

幸

◯印

副
査

國
學
院
大
學
教
授

嵐

義

人

◯印
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